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米国の海洋地質についての一資料

その2

185号で政府機関の仕事の概況なきを述べたが今回は

如何なる調査法･技術が用いられているかといっ液点に

っいてふれてゆきたい一海域の地質調査あるいは研究

に用いられている方法･手段は陸上の場合祀劣らず多

様でありこれらをここに網羅してみてもあ蜜真意瞭の

あることではないように思う.しかし激府機関での

調査法やその技術などは存外知られていない繭もあ

るので内容が多少退屈になることは覚悟の上で論及する

ことにしよう岳さらに政府機関以外で行なわ扱ている

調査技術に関する分も主要なものトビジク的なものは

米国斯界の現状をつとめて浮き彫りしようとする鴬味で

また政府機関の技術レベルなどの全俸的な位置づけを

行なう上で必要であろうかと考える.

勢調査法と技術

調査法･技術･関連測器の選択は調査の目標経済性

などに左右されることとくに海域では作業水深離岸

の状況などから至大の影響をうけることはいうまでもな

いが以下にのべる政府機関などにおける調査法その

技術開発の問題もその辺の事膚を屍落す限りぽおいては

かなり理解しにくいものとなってしまラかもしれない､

たとえば来園地質調査所の調査技術とその装備が概査

を主目的としたものであるのはその事業罵的民間鉱業

会社の仕事との関連などによって理解されうる｡

坊城俊厚

一とくに石油会社付置の研究所測器メｰカｰなどによ

って投じられていることは申すまでもない,ここには

現在海域で用いられている物理探査の原理種類など

について詳しく述べないのでこれらについては他の資

料一だとえば末尾ぽ掲げた参考資料ユ9～27をご参照ねカミ

いたい.

底地質調資所の場合も弛と同様物理探査のうち

では地震反射法(いわゆる音波探査)を主体とする

がその概況を次に示す,

高分解能機種によるもの;

湾沿岸部などの調査で海底下の浅部(100m程度ま

で)探査.機種は高周波スパｰカｰエド(Edo)

フｰマｰリスタｰパルサｰ(ListerPu1ser)

低分館能機種によるもの;

コンチネンタノレ･マｰジン(前回第5図参照)

深海などの場合で通常海底下貫入は1,000触程

度までの艶麗､機種としてほスパｰカｰ(低周

波うアｰガｰときにダイナマイト法(デジィタル探

鉱器)を健用する(参考資料28他).少し調査例をあ

げていこう幸

織物理操査技術昨年(4月)のカリフォノレニァ沖(サンフランシスコ

最有力の武器の1つとしてのこの技術の評価はすでに～モンテェリィｰ前回第4表第3図参照)調査ではス

確立されたものでありその開発研究にも多額の経費がパｰカ一とフｰマｰを併用したがそのときの状況は次の

第6叢内灘嘗蕨燭の海洋地質調蛮研究船
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至宝23薯

(装繍)

紹5

(艦備鰭)

主要地殻1鯵織機

レ}ダｰ(RCA)AD琢没ydis重

測深機(更uy虹｡n)油圧クレｰン{2)付属栄一ト

ドレッジヤｰスバｰカｰ水中テレビ

1備考

＼

船員3人概究員7人

建造1鰯事

国防省からの移籍

至96碑

デッカLORANADF測深機油圧タレ㎜ン{2)船員20入研究員20人

材属洋樂ボｰトヘリコプタｰ禽驚簿機(船位詠算用)建造1943隼

国防省からの移籍

腺放飯S◎口icoドリル装罎繁渡深壷幾雲水牢テレビ王96鉾(改造)

ハイ芦饅サイク噴ンパン黒シグな婆謝料処理糖設鷲アラｰ

1トダ_(デッカ)L｡正独AD亙測深鰍竃曲棚,瞼d｡｡)1船郎入所獺8人

��

…幻㌔肺魚一プｰマｰグラどテイ貸ブラア

1鯛辮難験室付属ボｰll(改造)

麟雛移籍鱗

注①本表は内務省資料(泰考資料1329胞)おぷぴ鍛讃約晃鰍は蕊

②クリヅルクリｰク号ポラリス号の潔癒測畿(スパｰ滋一瓢ダ亨一往ど)はもちろん調査の目的1はりて変更される

③ADFは自動方向探知器(Aut1皿狐伽脳醐細㈱至黛玉賊虚飾)�
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篇7表地震深養笈射濠姜ζよ

る調査例

���対象海壊���

便用測器�エネルギｰ出力�対象滋繊�の最大水�可探深度暗��

����(醐)�爽旛機関�備考

���深(㎜)���

スパｰカｰ(A縦型)�(ソユｰル)�����

�20,000�カリフ秀冷鴛ア締�(絢)婁萢醐�8δ⑪麦�深クリップス海�

�����洋研究所�

スバｰカｰ(同上)�20,o⑪⑪�腕栖｡搬㊧皿曲海域�〃3茱e⑪o�?00～8⑪⑪�間上�

スバｰカｰ(同上)�養,ooo�アラス机野…鮒竈双婁･�〃400�700～800�スクリップス研�

��i1醐跳醐き周翅)���地質調査所�

スパｰ勿一･フｰマｰ�至3,⑪⑪⑪�カリフ汰ル黒ア締(Mo搬㎎海容他)�〃600�800±�飽澱調査所�

スパｰカｰ(Teled抑eE柳1oア)�16⑪呈C⑪O�メ率ショ湾�〃3言6G0�5,000～奪呈00⑪�同上�海軍Oce姻⑪郎｡曲icO艶｡eと共同3.5KHZ工纈一サウンダｰで

������浅部探養

スバ榊カｰ�38,⑪⑪⑪�ぺ一リング海�〃3軍4⑪0�藪α◎～1,⑪⑪0�地質調養所外�

スパｰ均一幸エアガン�(黒ハｰガｰ)互⑪⑰,oo⑰�大画澤(概榊翫山一出海山群)�〃4,5⑪0�豆呈Q0金�ウス永一ル海洋�

�(黒アカン)王01nch3/多㌻二;舳織�英国(藪一輝ツバ)滋���概窺所�

スパｰ愈一(如鮒)フｰ叩一���〃4,⑪⑪⑪�王茗｡む｡�ス姿リツヅス�サイドルヅ率シグ･ソｰナｰ(Asd一

��翻海域)���繊洋研究所�iC)併用

‡(注)珂深深度は対象地質1こよって当然差異カ袖るがここでは測定記録からある程度の確実度をもって地質が推定しうる海底面からの深度とする

とおりである｡

調査船:栄ラリス号(前回写真および第6表)

船位:レｰダｰ(デッカ)

測深:ベンディクスレイス県ン

;㍗二:貫ざ0ご;談/(議7図水中電極写)

船速:5～6ノット

作業水深は大部分100卿以下(一部モンテリｰ海谷で800㎜程

度)最大離岸は約工眺耐記録は条件のよい場合には海底下80⑪

m程度からの信号がえられていた

もう1つの例としてメキシコ湾の音波探査をあげよう

これは地質調査所と海軍の共同調査(参考資料3031)でそ

の区域などは前回(第4表第3図)に示してある.

調査船:カｰン(Ka蝸)

音波探.査:スパｰカｰ160,000ジュｰル(テレダイン社製)

エコ_｡サウンダｰ:(3,5kH2で海底面下浅部を探

査

午

跳…邑ris号

(地質調査所〕

･･一一一一8

Cri叩1倍Cr値8k号

(鉱山局〕

約10皿

約1･蓼｢

1スパｰ力一(水[1呪極)

:フｰマｰ

:ハイドロホｰン･ストlj一マi

C88皿

第7図

音波探査機配

置図

船速:9～10ノット

作業水深;3,300m以上に達する

探査深度:海底面下3～4kmまで

(この調査1こは核磁力計による磁気探査船上重力計による重

力探査も行なっている)

写真;⑤P⑬言雛…畠督総上餌)驚渡疑査濁水中鑑艦

有事事)鰯状のも乏雌腕⑪搬r夢)一部

写真⑥米園地欝鯛澄蕨鰯翻窯臓(O滅G賞賊enloPark)に陸揚されている音波探査用コン

テナｰ武測､憲(幾験)蜜�
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策7表には上記の2例をふくめて主として地質調査

所の行なった音波探査などの事例をかかげてある､

地震探査屈折法は海浜で数回行なわれた程度といわれ

ソｰナｰ･ブイによる調査は大学沿岸測地局では実施

されているが地質調査所では季がゆられていない(参

考資料28他)

磁気探査は核磁力計による船上磁気探査がしばしば行

一なわれているが今後はグラディオメｰタｰの使用が増

加するものと考えられる.船上重力計(L塾｡o搬&

Ru㎜berg型)を用いての探査は地質調査所でほ余り

実施されていない.

鉱物の探査鉱床の描写を主任務の1つとした鉱山

局の海洋関係業務もまた物理探査技術に負うとこ

ろが多い.前回で述べたように同局では地質調査所な

どとの協同調査のケｰスカミ多いが自体でも物理探査を

遂行する能力を有している.

カリフォルニア沖コルデル･バンク付近における昨年

(3～4月)の燐鉱等調査での状況は次のようである.

調査船:クリップル･クリｰク(第6表前回に写真)

スバｰカｰ:1,000ジュｰル(配置第7図)多電極型

(Mu1dPuIeElect1odeProfi工ingSystem)のテ

スト

電気探査:自然電位法(南カリフォルニア大学によるテスト)

放射能探査:シンチレｰション型(テスト)

船位:レイディスト

航速:5～6ノット(スバｰカｰ実施の場合)

作業水深:100～150m以漉

磁気探査(核磁力計)もしばしば砂鉱を蟹的とした同

局の調査に用いられている.

以上の2官庁の外ぽ磁気重カ地震反射法などの

探査を実糖している沿津渕地局をふくめ花政府機関の終

査技術紀ついての特徴を述べあわせて金般的な閥懸

を以下紀ふれる曲

愈政府機関ゆ物理探査のうちで雑鰯繁縫灘源は表

蕃錐畷厩鋤巌然絶対優位紀齢るζとは一般的な煩陶

と合嘆する苗この揚合葡記のぷう紀地質調麓所沿

溝測地周では搬査技術を中心としたやや底織な技術1装

備を育する田すなわち個冷の調養研究テｰ亨紀厳じて

の濠部燦養および深部擦養を可能をする浅獅であり櫛

詞のメキシ鐵湾の例は深海盆紀杓たる構造調査の花めの

大籔ネルギｰ出カのスバｰ潟一紀ぷるもの焚路る茗･

ごれ終反して警酉砂鉱為よび燐鉱⑫深擦をめざす

鉱凶局の膏波燦査では商分解能の瀦部操盤の機龍秘翼

求される.

蕊音波探査を主とする政府機関の探査は大部分ルｰ

ティンとして用いられした秘ってその測器も市販･

普及型のものであるが海況などに対する測定作業の安

定度は高い咀一方デジタル方式の探鉱機やデｰタの

総合解析装置等の箆装備は通常僅用されておらず地質

調査所鉱山局の専用調査船にはこれを処理できる電算

機の設備はない朝しかし最近のメキシコ湾の前記調

査では筆者ほ未確認であるがテレダイン杜のデジタ

ル総含探査の装置湯凋いられた模様であり今後は政府

機関でもこれは類似の総合謂査システム(Inte･

gratedGeo凶y§i鰯耳SysteInまたはInte9鮒edS1ユ｢Yey

SyStem)の採用が遂次行なわれるであろう.

テレダイン杜の総合的な探査装置(通称SEGMAS蛆vey

System)は160,000ジュｰルSS声等の地震反射装置ラ

コステ船上重カ計バリヤン核磁力計測深器電波計

測器等の要素からなるものである｡

廠技術闘発の研究の多くは大学などへの依嘱として行

なわれていてこのうちには前記の電気探藍放射

能探簸巌がありこれらは蒐在試験段階にあるが注

目すべきであろう.

サイドルツキンダ･ソナ榊(Sid■0改in蟹S0皿a｢

またはSide名cmSo附)ぽついては政府関係機関にお

いては意外にその使用例に乏しい.沿岸渕地局の海底

地形測量などに関連した業務の1部(たとえぱ礁地帯の観

察)で用いられるという諾であるがスクリップス海洋

研究所等学術機関での使用が大都分である｡この技術

は現在では可探範囲が限定されており記録の3次

元的解像がむずかしくかつ船位との連けいに間題が

ある｡したがって地質調査所の行なう概査匁どぽはや

や不陶書であることか察せ畠れる秘英仏海燦の調盤な

どでみごを彼成果淋免られている例も路る(勢誇簸料3地)､

した沸りて簿本で跳㈱鰍s㈱鮒など&呼ぱれてい

るζの艦の機器カミ今後の牲能の改善を凄鶯て海床観察

(金属団擁調査な濠)終有劾性を発擦する時期かくるで

あるう(参籍資料2地)護た熱流量調蜜の一層の普及海

滅は抽いても理論上可能を慈れている電磁探査法亙禦

法艶抵航漆などか実用段階紀蓬す篇蔵も必ずしも遠

いζとではなさ:そうである(勢誇費料7婁地)司

蕊政府機関の実施する物理深査は土詞のように民閥

宥滴会杜な婆の技術･装傭終晩べて安直で軽装傭のもの

添圭体である秘ζれは担娑する業務分野経費上の制

約なとぽ趨園するものであるう､じかし棚帖デｰタ

処理能カの不昆と相まってζれらの要因淋園&レての基�
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本的な調査1観測業務の歩みを鈍らせている一面は米国

内にあっても見逃巷れていない(参考資料逸他).

鰯サンプりンゲ試錐技術

ドレッシングをふくめたサンプリング技術各様の原理機構

にもをずく試錐技術の能率的な開発ばは各園とも紀深刻な思

いをしているに違いない.広範な対象愛相手として事態は複

雑の度を加えているし今のとこるこのような要求を一挙に解

決するような能率性の高い技術は存在していない｡しかし懸

案の一歩一券を着実に解決しつつある国の筆頭に米国を挙げる

ことは不適切であろうかマ

この項でも物理探査のそれを同じく濠ず政府機関の状況を

瞥見し慈ら紀一般的1全般的な問題紀ふれてゆきたい

(サンプリングの機種･方法などは参考資料242733～37

などをみられたい)

廠地質調萱所鉱山局のサンプリングはスナッ

パｰま危はドレッジャｰ型で表層採泥を柱状操泥はピ

ストン凄たはグラビィテｰ･蘭アラｰによる場合が多く

圏緒岩盤に対してはドレッジャｰによることが大部分で

ある.その代表的器種はShipe蛙Gr北サンプラｰ

BoxコアラｰV登狂Vee虹サンプラｰCa㎜benGrab

サンプラｰαa鵬h竈i1サンプラｰパイプ･ドレッジ

ャｰチぶイン･ドレッジャｰなどであり貝本で用い

られているものとさほどの変わりはない.

カリフォルニア沿:岸のコルデル礁紀おける前記(40頁)

の鉱山局の調査では写真9にみられるような雨型ドレッ

ジャｰが用いられた.

調査船(前記クリップル･クリｰク号)の前甲板クレｰンによ

り操作:

ドレッジャｰ着底後低速で曳航する一般的な方法1

船位測定は電波許測(レイディスト)紀よる:

雨型ドレッジャｰは約90×70×搬鮒(高さ)鋼製重量約140

途gのもので鉱山局バアｰンズ氏らの設計にかかるという;

作業水深は60～170m:

廠さて議錐については鉱山局の動向を知る必要カミあ

る｡岡周では1967年来アラスカ沖で砂鉱探査を地質調

査所などとの共同で行なっていることは前号に述べたが

試錐船(パｰジ㌫ア･シティ号第6表)に2種の試錐機

を搭載し探査を実施している.同局の資料などにも

とずくとその概況(1967年夏)は下のように要約される

(参考資料29他).

(使用機)

ベッカｰ･ドリル(Beckerdri1);ディｰゼル･パワ

ｰハンマｰ(3トン)衝撃方竃､100フィｰト･ポン

ド/回90回/分二重壁のフラッシュ･ジ蕩インドま

たはケｰシング使用ビット(外径跳"内径3")右舷

40フィｰト櫓で操作

ソニコ1ドリル'(SOn三COdri11):メカニカル･オスシ

レｰダｰ50～100サイクル/秒(共鳴振動)二重ケｰ

シング(外径4"内径2～11/6")使用

(作業区域等)

ノｰム付近(No廿｡nSound)の沿岸海域平均水深

約16㎝

(掘さく実績)

全部で§6孔掘さく(うち約7割をベッカｰ･ドリルで)

褒掘進4,643フィｰト(約1,225㎜)6孔は予定深度

に達せず最長のものは水深85フィｰト(約26臓)で

244フィｰト(約47㎜)平均掘進約25測/孔

機種別には:

ベツ曲一･ドリル

ソニ=1･トリ1レ

平均掘1孔リ最

/孔天掘さく

伽)1･･(･)

㌴�

平均掘瀕

率/分

��洩

�

写真⑰スナッパｰ1サンプ勇一(ウスホｰル海津研究所)

響輿⑱V搬Y蟻鋤サンヅラｰ(ウスホｰル海洋研多漸)�
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策8表漆海1濠尺試錐(サ

ンプリング)機魔

王

A血ドリル

ノ{イフ#ロドリ1レ

0ccanbotを｡雌

Co爬r

Ringha口｡皿酬

バイブレｰタｰ･ドリ

ノレ

Hoτtooサンプラｰ

Sonic0ドリノレ

‡バイブロ'ハンマｰ

#バイブロ'ピストン

�假吭��

*Beckerトリ1レ

Mald口eDriu

���　

0utwa■dbomd

D拙三

諦Gs武組立台船武試錐

刈服1駐1Mi三三ng&銚蘭ft

S三靱滋鶯竃Co.(英)

C棚腿gine趾醐磁三醐幽

G縁⑩エロeCaniqu憤㌘樫ehi曼({ム)

P鵡eisionSu正v琶ys工nc｡(米)

Duster1ohL総｡(薬)

Bm㏄W趾e,Wolf置趾一

■y&Pa1価eτ8筆合資(葉和)

OceanScieno&Eng三鵬e･

ri口ξCo･(来)

卯�������

八幡製鉄K.K.(伺)

ソ連科学アカデミｰ(ソ)

BecLerM銅uf&Dr畳11

hc.(米)

鉱研試錐K.K.(貝)

○総も｡reDri工1讐醐砕yLtd.

(濠)

椀

地質調査所(目)

水カジ雌シト連続約50

操飯器

水力振鋤武骨ソツ隻00

ル浄蝋一ヅ

圧録援鰍式サンヅ翻

ル努楓一ブ

ニ篤ア岬･ノ㍉ン叩岬一30

サンブル繁風一ブ

振動式15～20+

振動式70

振動式30+

振動弐測

振動式150一

ディｰゼル.ハンマ16

一衝撃式

負姜愛自ロｰタリｰ150

振動式30+

油圧スピンドル40

約10

㌀

蓬

､針

�

㌰

30キ

2～3

4～6

脳

㈵

㌰�

㌰

�∀

14～40"

が

一国拒

�

�

§一/望挿

8帝

㈮�

δ至/皇

2.δ"

�

㈱干∀

300田

300呼

鋤冴

海魔沈置

同上

同上

般･バｰデ

溝旛沈置

滋

船

同上

同上

海崖汰鷹

一総

蜘腰海嬢沈賢

一船

ユO呼令船

砂

礫

堆積物

堆横物礫

砂鉱

同上

同上

砂礫｡砂鉱

堆積物(砂層)

砂鉱

固結～準箇緒

堆積物1藍盤岩

砂､鉱

堆讃物基盤岩

ホ以外は

UnderSeaTech一

㎜!⑪肇yH鋤dB･一

鶴鰯駅こ鷲

訳語の一部は資源技

術試験所資料(参考

資料33)によった

参考資料38

参考資料39

馨鴬資料29

鉱研試錐K.K,資料

参考資料41

以上は未固結堆積物(砂中礫曲粘土)の掘進であり

一般的にほ大磯や固結岩層によって掘進ははばまれる

船位は電波計測一ロランA(?)自動方向探知器(AD

F)など一によって約12mの範囲内にさらに付属ボｰ

トの利用によって1m内外のピン･ホｰル上に落される.

愈表層採取(採泥)は政府機関においてもまた大

学海洋研究所などでもほぼ在来の器機によっている一

ので採取深度などぽごく限定されたものである.婁在

この種のサンプラｰの種類は原型その改良型をふくめ

ておそらく100種を超えるものと考えられているか

“採泥'呈という観念を一歩進めて“海洋地質草至的な観

点からするといずれも不十分である.柱状試料採験用

のグラビテｰ･コアラｰなども砂または礫質底に対して

は無力であることは周知のとおりである.このような

事態の解決のためにウスホｰル研究所における超大型の

グラビテｰ･コアラｰなどの開発の動きが伝えられてい

写輿⑨

鉱凶燭茄カ茅フ加にグ卿で陛月弓してい引㌦ジジヤｰとその蜘乍状況

(C加P三豊Creek号上で)

るが試験段階である｡カリフォルニアの地質調査所西

部支所から程遠くないCM豊会社(鶴蒐精器K.K.のデ

ィストリビュタｰ)の工場の一廓には那須式のジェット

･コアラｰが展示されていて興味秘ひかれていたがこめ

ような機構のものは米国でもほとんど用いられているの

を聞かなかった.しかしζのような無鋼索の自動

浮上型コアラｰないしはブｰメラン･コアラｰの

ような航行中に投下しサンプリングを行なう方式のもの

の技術開発はまさしく焦点の1つといえよう,

1世紀にわたる歴史をもつドレッシング方式について

の技術開発にいだってはまさに停滞の感がある山

廠試錐技術あるいはその装置の名称1分類は前記サン

プリングのときと同様現在きわめて区々である｡こ

こでは以後の記述の都合から主として稼動水深と掘さく

能力をもとに比較的軽装備1低性能のもの(稼動水深200

m程度漢でで掘さく能力50m程度)とより璽装備で高性

塚算⑩簡崖ザレ賞シヤｰ�
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能のものとに分けて謡をすすめたい,区分はあく談で

ここでの便宜上のものである｡

軽装備哨惟能⑳毛⑳は濃海1浅尺用芝もいう

べきもので最近における試錐機種1性能の一覧は第魯

表に示されている｡このうち未固結堆積物を圭対象を

する隻種紀ついてはその実施例を前記し花か結果は一

麻成功と認められる｡しかし作業水深の制約を脱し切

れず勘質(底質)条件紀慧わめて影響されやすいこと

とくに砂鉱床の品位分布鉱床の柱状姿態の把握などに

多くの問題を残していることは明らかである､岩盤

(固結岩層)に対するこの種軽装備の試錐技術にっいて

はもっとも空自を感じさせるものの!つでありい

わゆるO脈Sh破8rini鶯慧(◎蝸あ1瞭鰍)は最近かなり

改善されたとはいえ米国においてもきわめて問題の多

い分野となっている,この点については呼リン1ドリ

ルMD一醐(鉱研試錐K,K,)GS型合船法(地質調査

所一参考資料逆O)などを開発したわが圏の方にむしろ

多少の分泌ありそうである.しかし米国の地質調査

所鉱山局などの業務からの要求ほこの種タイプの試錐

の稼動水深の増加を能率化で海底沈置式の列甑Od割

あるいは作業のほとんどを海床で行なう新しい型のもの

への開発に期待がもたれている(参考資料2地).この傾

向はわか国の場合にも完全に当てはまるのではなかろう

か.一方鉱山局も砂鉱以外に燐鉱や岩盤申の鉱脈な

どの探査用としてこの種タイプの技術の進歩を切実に感

じている.讃しが少し前後し花が表層堆積物用として

は振動型のものが高く評櫛されている(参考資料3839他).

写真⑪

矛淡トタンク

爵)金黛写真

で人望)重りて

㌢喝付遼塞で

識錐箪を誘導

して獺さくを

行なラ(びSB

滅簸料1こよ

あ)

瓜現在鉱山局では上記の試錐実施ないしは現場テスト

とともに技撮の嚢内所窺(カリフ貧ノレ三アテイ

ブロン在の海洋鉱物技術竜ンタｰ前回参照)を進めて

いる.五つはテスト･タンク(直径6フィｰト商さ30

フィｰト)による未園緒堆積層掘進実験(写真工王)で

砂鉱含有層を想定して砂礫な婆を身シク内の水中に成

層させてカｰ･マウントの試錐機でこれを掘さくしその

状況をタンク側面の覗き窓から観察1測定する畠これ

と類似の研究はわか国においても資源技術試験所などで

行なわれている.他は掘さく抵抗匁ど掘進機構の模型

実験でありバイレックス容器に允した含水着英砂を各

種のビット(模型)を用いて掘さくし各種の掘さくパラ

メｰタｰを測定する実験やさらにプラスチックの簑

枚の透明板(方眼綱員記入)の間に金属円柱(長約五.2

C独径約至､肺醐)を板面に直角は無数に重さね満たし

これを模型ビットで掘さくする装置一ビットヘの給圧

ビット回転数などと掘さくによるビット近くの金属円柱

の乱れとの関連などを透明板を通むて観察1測定する一

いわば2次元的ぽ掘さく機構を検討するものなどがある.

また海底沈置式試錐技術(船とリモｰト･コントロｰ

ルされる沈置試錐機本体の間にブイを緩衝させる)の開

発研究などがあるがこれらのデｰタは近い将来同局に

よって発表されるであろう.

愈もう1つのタイプである重装備1高性能の毛⑳

はいわば深海1深尺周の技術であり周知のとおり

この技術は来園の石油掘さく技術を母体として発展した.

看滴探鉱1開発用掘さく装置1技術についての資料ほ

とくに最近われわれの周囲に氾濫状態であるし一方

筆者は米圏の海洋有油掘さくの状況をみていないので詳

細についてはここに論及しない.しかしながら船上法

に関してはこれが政府機関および大学海洋研究所など

の業務にもっとも密接な関連を有するものとして注目を

集めている.これに関しては深海試錐(DSDP)の項

で改めてとり上げることとなろう.

鰯船位･地球化学的探査･直接観霧法など

これらの技術は錦在手段として十分確立されてい

ないものや船位技術のように地質調査研究機関ではそ

の技術そのものの開発研究を行なっていないような立場

のものか多い.し花がって地質調査所などではこのよ

うな技術の随用例は少なく(この場合船位等位置計測の

問題はもちろん別である)またこれらにっいての開

発研究は実施されていても小規模である.

しかしこれら技術がすで{こ途べてきた物理探査や試

錐の実施と密擦不可分の関係にありさらに状況や場

合によっては海域調査の最有力の手段となりうることは�
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強調するまでもない.以下に各技術に一)いて一般的

な立場に重点をおいてみてゆじう害

妓船位･妓灘鮒測綾織

地質調査所一鉱出局の仕察が大部分電波諦剛で行なわ

れていることは物理探査の碩なぎで付随的熔述災て慈

た.レイディストレｰダｰな星の通常静及型(いわ

ゆるCowe献ぬ蝸iタイプ)のもの紀淡ゆで潟ゆ久工

衛星計測は他省(繋鏡科学寮薬局鴎賦旗濠)の船を

利用したべ一ルグ鰯蝉ご/獅鰍撚

る,計測の精度の一叙紀ついては鉱廉の艦1壷を圭おする

鉱山局業務の揚禽な濠は幾然海商く今後後紀⑳㌶る

ような能率的な精魔向上の技術か要求書れ蒼で潜る夢珀

地質調査所の行な嘗概麓紀潟け篭物理深査のぶ費な揚禽

には現在有為探鐙で要求慈れているよ誉な高精度は

必ずしも必要でない｡ただし将来高感度磁力計とが

独り米国の場合のみにとどまらぬであろう.

.廠地球化学的探査技衛

海底表層堆積物あるいは拷石などのコァサンプル1こ

ついての瑚球化学的な調査研究は以前からなきれている,

これらは陸上の場合と同様忙分析技術とその緕果の地球

化学的考察に支えられるもので地質調査所では晦曲蟻

Ge㈱血⑧聰i鰯蓬馳伽臓鱈就8S唖町畔などと称してルｰテ

ィンである.表層堆積物中の特定元素の挙動濃集状

況から付近に潜在する砂鉱とか表層堆積物の下位に捺

する鉱化基盤匁とを探知しようとするもので齢る｡

一方広い意味では採水と水質分析とい号概念に入っ

てしまうであろうカミ海水中あ溶存元素やガス成分など

の検出から付近の地質の特性鉱床の存在を探知しよう

とするものがある､この率段はとくに脚如⑪･geo凶e一

㎜童嶋職と呼称される場合もある(参考資料24･他).石

油探鉱に闘連しては重炭化水素餓水(岩塩ドｰムに関

連)匁どの成分を測宛するがこのような探査は底層

水の流動状態の湘糧その他策蟻条件からの影響の除去と

かその測定結果の解釈にはここに指摘するまでもなく

顕難な問題をふくむであろう,石油会社ではすで1ζ10

年前位からC軌などの測定装置を試用していると聞く

が筆者梯みたものには前記(42頁)C雌会社カミある

看漁会社の発注で製作し恕探査装置がある｡これは

船上地偲擦鑑艦(跳i凶⑪拙G鋤出e鵬虻貧工Sy搬㎜)

などと呼ばれ採水ケｰブルとその尖端につけたプロｰブ

されている&のこをであるが新しい構榔はる技術は

いずれも研究ないしはテスト段階を出でないものと考

えられる,

蕊直接観察諸はいうまでもなく水中写真水中テ

レビ潜水調査船による技術であるがこれはその観察

艶麗機動性などからやはり使用艶麗は限定される.

しかし地質調査所鉱山局な汐の政府機関の調査で

は水中テレビ同カメラの使用例は少なくない彗

南カリフォルニア(コ賦ナド礁):

鉱山局燐鉱調査

水中テレビ(海底面薩上曳航)撮影渕線延遂狐狐

含燐嬢岩片夢)かなり鱒闘な驚像が走られている

ノｰム沖:

鉱山局砂鉱調査(試錐探査)

水中テレビ海水艦朗度下星で海床観察は不成功試錐機の作

動状況の監視装置差して矛レビの有効性の活用が必

要

べ一リング海:

地質調査所べ一リンダ海概査

水中カメラ(EG鐙G製深海カメラ)陸棚上の溝海部撮影で

あり花が海底面等の観察獄かなり困難

以上は少数の例であるが海中撮影の効果は一般的地

質調査の場合よりは鉱物探査(とくに団塊タイフ物も

の)や海底微地形の観察などはより適することはいう

までもない,汲労レオ1釣メ茅(跳鮒鯛一晦妻rω

C&m鰍)による立体的観察が期待されている｡�
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篇9表地質鯛擦所･鉱I長1属の鯛麓紙(渕畿)便用例

海域(対象)

ぺ一夢シダ海

ノｰム沖繊

(一般地質紗

鉱)

南劣ジ叩がレ濃

ア沖(燐鉱)

Virgini鐘C量由

を軍(USBM)

丁魅鰍餓G｡

丁脇醐鱗㈱

(ワシントン

大)

畿服ey鮒

(ESS倉)

○搬n0蚊屋･

凶er

�卓�

To雌εod

鮒･鞭i

R鮒搬ま

鯛纏雄蕊へ｡

鉱､山居臨細董

1鰍蒼1撃錯

PDR他

紬ぶぴ機器

｡益蝦董餐｡r一

般皮

(鵬遵雌)

Virg楡墜C三一

叙u鵬M)

』置･,貫

鉱{局1艦蝸嚢

P⑪災

(レイ邸ン)

他

スパｰ愈州

総上磁気

船上磯筑

(G臓慶童⑪燃駈

絨)

音波鍵喪

(高分偶鶴周)

翫筑コアラｰ

V弧∀罎鋤

牢ン～ツ

ジ

C棚も奮夏豆

S晦級

Bee友鰍およ

び跳亘汰Oト

リ汐

P&繊⑬岨G鵬b

他

芦レッジヤｰ

水欄影!

水中テレビ

深海影メラ

水帝テレど

(曳航式)

水中カメラ

試料処理化(船上)

バンニンダ

ハイ芦概サイク回ン

アマルがメイション

調査

面稜

k固2

紙◎o⑫

47k皿2

実施;

骸1

��

ξ

王969

��

備考

沿岸島齪地

質調査も実施

参篭費料4iそ

の他による

壷考蟹料14そ

彩絶による

水中撮影サ

ンツリングの

一部に小型潜

水調査船を便

用

潜水鰯麓船ぽついては地質調査所では機動性ある

ものを概査用として用いるべく検討テストしているが

その使用実績は少ない.AM鵬号(15トン潜水能力

6量000フィｰト)によって大西洋の海谷(Oc督狐｡g制｡-

hrerC搬y㎝)の地形･地質を観察しその適用性のテ

ストが行われている程度である(水深王星830㎜襲で).

鉱山局でも南カジフ幻にア調査で小型のものによって

サンプリング&写真撮影を実施している.米国におい

ても潜水調査船はいまだルｰティンとしては使用されな

いが潜水調査船を用いてのサンプリング地熱流測定

その他の物理探査の実施には強い興味が示されてる.

メｰカｰ紀よる潜水調査船の貨思も串々ぽ盛んで地質

調査所西部支所に滞在中紀はρツキｰド杜茄P脱p

Q鵬鎌号(潜水能力6,3エOフィｰトサンプリング1コ

アリング性能あり)のフィルム上映紀き花しヒュｰス

トンでの会議(第五回Of鮎㈱Tech皿⑪互｡駆C㎝{琶昨

nc⑧)会場には写真12のような潜水作業船か展示巷れ

マニプレｰタｰ操作の実演などを

廠この事業は規模そこに結集されている技術などは現在

の米国においてのトップ･レベルを現わすものとみてよい.

鬼大学海洋関係の研究所がこの事業を主導するけれど後に

述べるぶう1こ地質調査所など政府機関の技箭者および民

闘機関も関与しη･る.そして現今海洋地質分野が当

面している問題点のいくつかが浮き彫りされていてこれ

らは陸域地質の解明などにも大きな影響がある.

廠この事業に関する資料(紹介･翻訳)は現在私の知る

限りでわが團においては比較的に乏しい.

鰹経過と概況

蕊篭ホhル(服眺⑩亙e)計圃

モホ面付近の状態を直接試錐するには深海底下か

ら行なうのカミもっとも得策であるということで立てられ

たのがMoho1e計画である.いうまでもなく深海

域の一部でモホ面か比較的浅く賦存することが予測養れ

ていたからである,醐!年のテスト(Pb鵬互)で試'

みせてくれた.

第9表は地質調査所などの調

査法(技術)組み合わせの例であ

る.

禽深海試錐(迎S鶯R)

1963年来計圃･実施されているコ)

種の蜜業は来副こあ欄での国家的

な海洋探査のラちでも代表選挙のよ

うに考恵高批ていてわが騒でも関心

の商いものである｡

この文で獄次グ)蜜情かもこれを

独立の項貿として扱うのが適娑であ

ろうと考えた｡

写真籔ど一パｰ号は篶も1ζ海滋バイブ茅イン炸薬紀鰯嬢して踊いられる(水深2,⑪⑪⑪フイｰト鐘度)

〔NorthA鵬命鮒馳魂榊1けヒの澱承溺のV)〕�
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������篤10表深海減に閲する試錐事業�������

�����便用総識離船鰻��������

プ目ジュクト名�実施年度�麺当機関等�������掘慈く成案綴騒(諸点鐙)1譲藩鱗霧���鴛ア窓れ淀も湖とも書い堆棚物1�備考

���実施海域パヤ1濠リ㌻愛{レヌ､(隷蓋ヅ)�船名CUSS五(改造)篶500トン��織1齢く就位蘭憲1≡…自動制御,照一列一�������

Mohole�1961(翻������,������

��'�����1�1湖�3,566��{夏雛一一��1瀞驚に縦鷲誓付近の試錐による探査

JOID鴎��,○ラモントウズ諒一ル1963～亙9661ス〃ヅスマイア､名研究所○主離任機関�ブ薫夢クり茅ト岬周迦(大酒洋)�c鮒如五i1935トン�樽ランA禽鋤制御�湾一夢リｰ�15耽6地東�塗､0脇�鳩～1韮⑪鋤�3≡醐㌶1聯!��申鰯魔瀞統�Q掘進能率は軟岩で且皿/分硬岩で蚊/時程度よ蔓はれる竈鏑造作業の跨聞分棚ま驚14表参照筍N搬(国家科学募金)賢鋤ζよる

DSD汐��○スクリップス燃～1969空ズホｰル塁降継続見霧1ン○主責任機関�メキシコ湾人酉洋太平洋�G1◎㎜aτC滅!ξ蝿鮒(至⑪韮鋤トン)�一口フン衛星観瀬自駒撮臓�簿一翁リｰ�弘孔3工地点(大西洋)�12｡鑓1(同慶)�1,婁豆4ξ6,O鑓(同友)�23～83餐,δ(同左)�34*(同左)�褒期ジ風ラ系(閥愛)�◎大西津調査(196蹄違月刊969年3月)1こ関してのみ表爺⑩太平潮ζついては資料が断片的であるので表添してない⑫洲駆資金1巴よる奉1V航潮5孔の揚ム

篤10表海

錐船C脳I(一部を改装し使用)を用いてゴウダラ

ップ島(カリフォルニア南方BajaCa1ifom三縁付近)近

海での掘さくを実施した.筆者の知る限りではその

後の本番(賄棚皿)をマウイ島(ハワイ群島)付近と

定めて串沈潜式プラットホｰムによる試錐装置(水深

4,500皿海底下6,000鰍程を掘さく可能な)の設者千な

どの準備を行なっ危｡しかしソ連地質学春によって

陸を基地とするより好適な試錐地域が報告されたこと

本番用の試錐装置の開発の屍込が早急には解決しないと

みられたことなどの理南でMoho1eは中止に至ったら

しい(参考資料4648他).しかし本計画はテスト掘り

に成功をみて事後の深海試錐への足場を築いたものとい

えよう(篤10表).

愈JO亙皿亙S

国家科学基金洪新しい深海底のサンプリングぽついて

の国家的プ原ジェクトを定めたのは1963年といわれる｡

ラモント研究所など4研究所からなる共同組織はいわ

1確簑壌

Q掘進能率は軟岩で且皿

/分硬岩で蚊/時程度

竈鏑造作業の跨聞分棚ま

月～呈969年3月)…こ陽ヨ

⑩太平洋1ζ剛ては資料

が断片的であるので表

の斎藤常正民が加わっている畠

'･蔭

簿

養

魚/

領■

狗

'支竈“

秘

饗

一

嚢

皿皿

�

　

!偉

功

籍審図

鵬DPの試錐一息(予

てい紬'が大路は本

離で説朗さ渚鳩と思

われる.大曽洋分

は第9図が実綾を爺

す)�
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=払

弓言

�

…奮

隻i馴蔓1奪iア

一〔o〕

一{15〕

{4粕11ω1兆1･鰯{1｡〕一､〕〔1｡〕'd､〕{押

第9図DSDP大西洋調査試錐地点(Oce鮒豊至蔓磯寮誇資料顯よリ転

載)

籍10図繭*ア砂ぜン労ン糠盤～大蔽洋中央海嶺聞のHoτ三馳nA(Ewing,

L拙醐鑑鐙搬㌢{噸至9概水原図は笈.K.Ture蟻榊:Oceans第1

一亙2図によ義)

鰯實標の設定から成果へ

筆者の手元の資料⑳多くはDSDPの大西洋航海につ

いての速報が主であるのでこれを中心としてゆζう｡

大西洋に約30地点太平洋には36地点程度の試錐予定

地秘多くの関係者間でかつ大量の既存デｰタを用い検

討1選定慈れ淀(第8図参照),そしてそれらの地点の試

錐紀よって次のような成果が生み出されることに期待が

かけられた｡

瓜孤S⑪星

1967年にはスクリップス研究所を中心として立案した

新構想のサンプリング計画が国家科学基金によって承認

されここはDSDP(DeepSe劇Dri11in募pぎ｡ject)が発

足する｡掘さく作業実施のサブ蛆コントラクタｰとし

てスクリップス研究所によって指名されたGloba1

泌由e杜ぽよる試錐齢の新造進水そのテスト航海

をへて工968年8月のメキシ籔湾の試錐を皮切りとし

大西洋ついで太平洋を舞台とした一連のプ暉ジェクト'

が進展し危｡筆者の現在の手元の資料からは昨年(19

69年)工2月2貫終了の太平洋第㎜航海秘最終のものとな

っている.概況は同じく第10表に掲げてある.

Moholeから始まった深い水域の試錐はDSDPぽ至っ

て真の深海盆を相手とししかも全地球的規模の海洋

探査へと移行したわけである一DSDPの大学研究所共

同組織はJO工D貫Sの逃研究所に新たにワシントン大学

が加わったものとなっている.

愈海域における最も古い地層の探知

廠海床膨張説(seaf至｡orspreadi㎎bypo出esis)または

大陸漂移説の可否検討に関する裏付デｰタ

蕊海域における標準的な古生物学的層序岩相層序並

びに古磁気層序の獲得と確立

廠海底火山の記録および火山物質変質についての資料

蕊堆積物の続成作用固化について知見

蕊北酉太平洋における海嶺=海山からのサンプリング

廠太平洋(大西洋)の断裂帯付近の磁気分布状況およ

びこれの断裂帯に沿っての変位など

瓜従来の地震反射法による広域反射面(いわゆるHori一

･onAなど)についての地質学的確認

血将来資源探査などをはじめとする分野に広く波及

効果をもたらすと考えられる探査技術の発展

写真⑬

石漁灘禅掘さく綾

渥の模型嫌タン

を押すと装置は惟

鋤を開始し同時

紀親鯛秘イヤ*一

ンで醐㌢鳶(ワシ

ントン賦蝸euコm

磁跳曲W舶d

T㈱駄◎1幣yの

麗示物)�
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試錐技術の開発をのぞく他の諾目的はゼ海洋底の比

較的浅部における地殻の直接的な観察並びにそのデｰタ

を用いての海洋底の発達吏の探求Jという膏薬で表現す

ることができよう.この観点からはモホ繭の探査を目

的としその達成のためにた蜜た妻海城が選ばれたという

Moho1eとDSDPの目標とはかなりの違いがある､

血もっとも古い堆織物

従来海華で探査された最古の堆積物は大西洋では

下部白亜紀のものとされこればHorizOn葛(第王O図

化参照)の露出地付近でのピストン1コアラｰによって

採取されたものといわれている.このように地震探査

反射法によっての広域反射面(層)音波的基盤の状況

あるいほ海床膨張説の宜場から大電洋中央海嶺の翼部と

北米に隣接するコンチネンタル･マｰデンの剛｡最古の

堆積物は求められるであろうという予測が樹てられた.

バハマのSanSa1vad航島東方海域の試錐(第遂および

第5地点第9図参照)によってジュラ紀後期(珊ho･

n三an)の堆積物がコアリングされた.この地層は石灰

岩チャｰト質hrbi曲eココリス軟泥等からなると

報じられているがジュラ紀後期の堆積物そのものの厚

さや岩質などに関するデｰタは筆者の手元にはない｡

時代の判定は有孔虫ナンノプランクトンによっている.

1961年のMoholeのときは太平洋側であるが中期中新

統派1965年のJOIDESではブヲツク1プラトｰで

の中期暁新統(有孔虫にぷる)がそれぞれ確認された

もっとも古い堆積物とされていた.

念深海域での石油

メキシ㌶湾(S1塁be⑧到ain)に帯状ぽ分布する海亜鮮は

ラモント研究所などの調査で約10年前に発見され注目

されていた.この海丘に対しては碧初火山性起源が考

えられたが事後の璽カ磁気探査の結果なだからこれ

らが粘土頁岩のダィァビル蜜花は潜在する岩塩ト

ムの地形的反影という説虹僚いでい花筍鵬D鷲の最初

の地点はこの海丘の究明なぎの花めメキシ滋湾の帯央

部付近に実施された｡海底下棚フィｰトの宥庚砦礪

岩中には少量ではあ肋濾炭化水素とガ糸の含衛秘蜘ら

れそれを含む帽岩は繕理鮒跳鐙泌加舶もみられ妻

らにやや下位に硫叢と堅炭化水索の残緯をみ&め花青

帽岩の時代は中新世を巷れ海丘は砦塩汽一義紀密擦な

関連のあるものと解釈される紀璽っ花｡忍の帽砦の跨

代はその後A磁撚至鰯籔跳㈱1鰍滋夏鵬搬孤重三鰍の糠討鷲

は花粉学的デタｰもあわせてジ猟ラ紀と害れてい鳶｡

メキシコ湾でのこの成果は参誇欝料δoな妊てい彰単

くわが国にも紹介慈れている秘将来の滴閏開発有

滴鉱床の成因論メキシコ湾の地史と一いった観点から重

要な成果である.前記した米国地質調査所の実施して

いる全メキシコ湾の構造探査もこのような背景淋とり

入れられており多くの岩塩ドｰム様構造カミ地震探査反

射法などで引きつづき発見されている.

蕊深海部の堆積物の縫紋

大西洋の31地点顯孔の試錐はとくに深海盆における堆

積物の実態の1部を従来の採泥という概念を大きく打ち

破って明らかにした.そのうもの裏3の点を記そう.

大西洋を横断する第皿航海(L曜皿)では堆積物の基本

的な2つの型を識別した.

麟餐2雛整糾…鰯東灘灘!の

/奪艦驚鋪/…鵜羨議ン1ル･一一

また陸域から相当にへだたる大西洋メキシコ湾の.

かなりの部分でも地層のグレｰディングなどから

Tu･bidi蛇と推定される堆積物の分布が広い.その

Turbiditeとしばしば随伴して存在するチャｰトや石灰

岩は顕著でありとくにチャｰトは北大西洋において連

続して特定層準を育め広く分布するものと推論された.

チャｰトは始新棋の地層中にあって当跨の堆積環境など

を推定する上での重要な芋がかりの工つとなりそうであ

る.さらにこの層(層準)は後記のよう紀地震探査の

記録の解析掘さく技術の上紀も大きな影響を与えるも

のである,

コアの宵生物学的検討はおもに有孔虫プランク

トン鴛饒リスラジオラリアによってなされ堆積の

よく連続しているとみられる場合に標準的な宵生物学

的層序区分が獲得された.また翼世から上部自亜紀

にかけての時代層序区分の重要な境界の設定に大きく貢

献する資料がえられている｡

現在DSDPでのサンプルに関する室内研究は未だ完

全に終了していないとみられるか速報的紀明らかにさ

れている堆積物申の組成物質については次のようであ

る.普通一般にみられる構成鉱物などの外に珍しい

粘土類沸看類炭酸塩類がありこのうちで慧娩岬五･

纂1t･一･･pi･晦曲恥b･鵬細d⑪1⑪㎜1憾曲･pt11･11t･

が注胃されている､これらの一部は下位の火成岩から

の物質の供給などの驚響を示唆するものかもしれない.

マンガン団璃は海底繭下深部には顕著なものは存在しな

い.火成岩(後記のB欄脱のもの)直上の堆積物

中にかなり多量の鉄酸化物やその他の金属酸化物の生成�
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雄籟物層厚

��

��

��

��

隻24

隻07

至狐

�

隻3王締

磁気層序から

推憲される磁

気異常の年代

(X百万年)

�

㈱

34-38申

㌸�　

�

�

�

㈰�

㈴

鎚

側

凄9

�

硲紳

㈷�

��

�　

6郷

72王

�〰�

1書310

王蓼餐50

ホ特徴鉦る磁気嚢欝のパ夢一ンは不確麓

耕基盤砦に逢ぜず

淡みられた例がある吉ここでの堆積物(約60cm層厚)

は特徴的な精色を呈していて一種の鉱化作用であろう

と注目されている.

第11図

(参考資料43p.65図

より転載)

蕊いわゆる基盤岩の問題など

大西洋の深海部の堆積物(ここではいわゆる第1層を

大体意味する)は場所によってその層厚が大きく変化す

るようであるがそのほぼ中位には地震探査反射法

勅3表グ回マｰ･チャレンジャｰ号の要員･特徴･装備の擬要

で追跡される広域反射層(肋由｡nA)かある(第10図).

その下位には音波的透明層がくるがさらにその下位に

は地震探査での最下位の反射面カ主あって通常音波

的基盤などと呼んでいる.基盤という言葉から推量さ

れるようにこの最下位の反射面はスムｰスなものではな

く記録はち密な岩層を予想させる.基盤すなわち最

下位の反射層の上面をHorizonBと呼びこれを第1

層と第2層の境界であろうと考える

意見もある(参考資料51他)

(トン数)

(デイメンシ国ン)

(推進力)

(船位固定)

(船位計測)

(掘さく関係)

(平衡鐘置)

工⑪,500(装備時)(所属)釧⑪も浸一M鮒…㈹hc.

400×65x卿〉要(フィｰ1･)(巡航遠カ)至2,6(ノット)

トゥイン･スグリ坦一叙GE752)750圧電動機(乗員数弛)絢?⑪人(繋艦黛斗研究

自動制御方式猪)蜘賢閥濠巌幻航海可

レｰダｰ目ランラジオ方向探鋤幾人工衛星観測(JΦ統資⑪皿絃鰯び鷲董平方式)

ドロｰウォｰクスｰ脇童1ona1王δ瀦D覚櫓一124フィｰト懸隔荷重醐万ボンド

裏でボｰエン･バフ目サブバイブヨラック他

ジャイロ式ロｰリング平衡システム常通船の60%に螢一リングを抑止す登

(気象受樗交信装買)922鵬複式Aut◎皿aticPictureTエ銅宴㎞ssio口(APr)人工衛星嚢写真受信

および陵上基地交信用PDP85デジタル電算機

写真⑭G童◎醐罫｡㎏脆鵬鮒暑と船位自動繍御

厚襲鰯(◎雌鰍豆灘曇畷竃迂y互96810月

よ夢転載)

さてDSDP亡ぼ地震探査結果か

ら従来淫冒されていた上記のよ

うな問題ぽ刻する地質学的な回答の

いくつかが提出された.

Turb三diteに伴って広域的な分布

を示すチャｰト層フリント質層ない･

しはその付近の層準が北大西洋にお

響蔦⑱鋤醐鮒破墨1重㈱慧敬景翻さくリグの一部パワｰサブを中央として右

剰げ鰹一夕倉一憂夙若手にサンド･ライン･リｰルデッキを越して

嚢イン争パイ乃遵燭けイｰトをのせているパイプラアックがみえる.

(黒夢リジブ猟研短所原版工業技術院高瀬計画課長提供)�
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策12表DSOP大滋洋調査一覧(19鵠年8月～工96蝉3局)
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けるHo由｡nAの実態を示す可能性が濃い.太平洋

ではHori70nAに相当すると考えられる広域反射面は

HorizonA'としてハワイ以西にみとめられるといわれ

ているがDSDPの太平洋探査では熱帯海域ではチョ

ｰク質の堆積層カミ北西太平洋ではチャｰト層または珪

化火山灰層カミこれらを代表するものであろうとの結果

がえられている.

音波的基盤とみられるものは大西洋探査の10地点で1コ

アされたいずれも玄武岩質の岩類である.多孔質の

変質玄武岩ビ賦文蔵岩などであるがその堅硬な岩質

から最長の鴛アは約3狐にすぎないといわれる.これ

らの玄武岩類のみぽよっていわゆる第n層の上部あるい

は主部が代表されるのであろうかこれら玄斌岩類(溶

岩)の下位にはも早や堆積物秘金く存在し彼いのだろう

かといった課題に対する解決の糸口が今回のDSDP

を通じて具体的に提起されたことは重要である由

妓海陳膨張畿への裏付け

昨年の大西洋探査の第u為よび第皿航海では大西洋

中央海嶺系を横断してこの海嶺系(RidgeSyste㎜)の

構造発達に関する調査がとくに海床膨張説の実証的

検討の員的で実施された｡

北部大西洋で中央海嶺を切った第■航海での5地点に

おける結果は基盤岩上に最初に沈積した堆積物は海嶺

軸に近づくに従ってより若くまた地震探査でかねて

予測されていたようにそれらの厚さは海嶺軸の方向に'

薄化する一般傾向が示された古第皿航海の8地点での

成果はやや異なり(第11表第11図)堆積物の厚さ

にはほとんど変化がないが堆積物の年代と海嶺軸との

距離の聞には函数関係が成立する｡この堆積物の層厚

に変化か乏しい点は堆積速度の地域的差異などに説明の

根拠が求められている.また堆積物の時代と顕離

(海嶺軸からの)の相関は磁気層序論的立場からの予測

ともよく一致するといわれる.海床の膨張遼度は1～

4cm/年と推算された.

磯船上試錐港を中心とした探査技術

Moho1eからDSDPに至る試錐はいずれも船上法で

あってその技術装備も相次ぐ改善･開発により驚異的

な記録の誕生カミ相つづいている.

血試錐船

第10表にみられるようにDSDPのものがもっとも大

きい.Moho帖JOIDESの場合は既存の石油掘さく船

の改造であるがDsDPでのグロｰマｰ1チャレンジャ

ｰ号は前記のように新造船であってこの事業のための

専用船のような感がある.その要目などは第13表に概

略を示すが掘さく装置は無論のこと次に示す点はと

くに屍落すことはできぬであろう.

船位計測と船位固定装蟹:

外洋での渡洋調査でありしかも試錐の位置は既往の

デｰタ試錐の事前調査(後記)のデｰタから綿密に検

討されたものであって船位の計測はゆるかせにできな

い.試錐にかかる前に本船は自ら音錬測深底質採

泥などを行ないその結果を予め行なわれている事前調

査のものと照合させなポら正確な掘さく点上に船を誘導

する.これには人工衛星観測が利用されていて観測

条件(利用する衛星の数等)にもよるが位置の精度は

90～185㎜程度に維持されるといわれる(参考資料4252他)

船位固定は自動制御(automaticpositioning)によるこ

とはもちろんでこの技術はEureCa号(海洋石油掘さく)

以来Moho1eJOI鵬Sを通じての伝承技術である.

海底に下したビｰコンからの信号をうけてサイド･スラ

スタｰなどを駆動し船位を試錐孔上に固定するもので

あり次の記録がある(参考資料4253他)

バｰミュダ海域(水深5,299-5,333脈)12目昼夜連続船位固定

風速30ノットの突風申でも船位固定可能

離穏海況時の固定は25～3独通常時38m程度以内

この船位固定技術が掘さく華置の優秀陸と相まって

DSDPを成功に導いたのはここに述べるまでもない.

気象観測および交信装置:

海上気象の予知が試錐作業などの能率1安全の確保か

ら重要な仕事である.ことは海上石油採取などの場合と同

様である.メキシコ湾の石油採掘ではハリケｰンなど

の気象庸報入手の手段カミ入念に構じられているか外洋

でのDSDP作業では通常の気象予報網から外れるため

試錐船上に環境科学事業局(ESSA)の気象官カミ常駐し

衛星(ESSANi皿bus)からの雲写真(CloudPicture)を

受信しその他の気象1青報とあわせて常に気象の変化を

注視する.掘さくで一旦下降したロッドなどの回収に

は五6時間程度もかかること躯あって気象変化の予測が

緊要である.さらに試錐点への船位導入試錐で獲

得されたデｰタの検討などのため陸上基地(現在は

DSDP資任担当のスクリップス研究所)との交信カミ不可

欠で電送電信装置(第13表)を有している.

廠鰯さく装蟹と技術

海洋の宥油掘さく技術を中心として発展してきた技術

はMoho王e→JOIDESの試練をへて高度の段階に到牽し�
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雄繍物の時代

1雌殿物タイプ
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�鰍嬉戴灼⑪鵬試錐の掘さく作繋の時間分初(馨誇簸料馴ζよる)��

作樂随分�作業内訳�惟繋酵閥�量

���に対する
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縫異の変換��471路�6.6

穣層��29.00�4,O

掘さく停並�休養検層の泥水注入清水テスト地�32.50�4世5

碇泊潮間�物資補給器材の籟下し�102.75�14.3

移動�試すい点～港往復�196.班�23.6

(計)��172α001帆O�

κx

拙便専門剥二喝典撮影

よ篭記載･カラｰ〕

1船上実験室での

･べ朴トタｰ雛

略繍測定･研究

�

禰書峨閥閉保懐

片!艘隊鋤(冷凍窒)

袋物肇水

剃姻

船上の二1ア処理系統図

前記の船位固定法などとの組み合わせで水深6,035m

海底下掘さく836mの記録(大西洋調査)を残した(第12

表地).

グロマｰ･チャレンジャｰ号搭載の試錐鞍置は第エ3

表にその概略をのせ下あるか掘さく法とあわせてその

特徴ともいうべき点にふれてみよう.

まず今回のような外洋･深海での掘さくで解決を要

すると考えられていたことには次のようなものカ童あった.

･作業水深の3劣程度の許容範囲での船位固定

･船のエンジンなどからパイプ1システム紀与先る振動(共鳴

現象を起ζす)の防止

･耐撃性耐蝕性ある強いロッドなど

1重量指示計の改良

･トラベリング･ブ職ックおよびパイプ1システムヘの回転伝

達装置

以上のうち船位国定の成功については前記したか他

の項目についても新しい装置1器具の開発｡改善によ

ってほぼ満足すべき状態に達した.船上から延々

と下降するパイプ･システムはコ!ピュタｰ計算による

“S-135プログラム"を採用しテパｰなしの漂ッドを

連結これに5フィｰト間隔にゴム環をはめて共鳴振動

防止に成功している.ロッドは殊径蟻インチでパイプ

･システムの先端部にはもちろんビットおよびコア

･バｰレルその上位に5コのドリル･カラｰその中間

部にバンパｰ･サブを擦続している罰ヌッドの回転は

パワｰ･サブによっていて従来のケリｰやタｰン1テｰ

ブルは使用せずトラベリング軸ブロックもサンド'ラ

インコァ1バｰレルを通過できるような特殊設計とい

われる.障ッド類は第亙航海終了時に内部ゾンデによ

って検査されたが全く損傷腐蝕はなかったと報告され

ている.ビット類は軟岩用(タングステン･カｰバイ

ド)硬岩用(ダイヤモンド)の数種が準備･使用され

たが試錐孔への再挿入(R㈱n鮒)技術がいまだ開発さ

れていないことから硬い岩層などの掘さく長は大きくな

い.前記した北部大西洋に広範にわたって賦存するこ

とが確認されたチャｰト層などの掘さくは今後の問題と

して大きくク湾一ズァップされている.軟岩用ビット

などの寿命はそれでもエコで約!マイルといわれている.

大水深における賄伽吋技術の開発は翼在スクリ

ップス研究所などでの技術開発に明るい見通しがもてる

といわれているが今後の最重要課題のうちの1つであ

ることほ聞違いない血なおコアリングはワイヤｰ1

ライン法であり検層は地質状況試錐孔の状態をみて

次のようなものが行なはれる.

γ中性子γ一γの各検層電検(自然電位此抵

抗)速度検層熱伝導度測定加速度測定(a㏄erひ

�整敲��

JOIDES(1965年Cardr丑1号)の場合の試錐作業に

関するデｰタの1つを第14表に示す茗

姦試錐位蟹決定のための事前調憲

広い意味での調査技術にふくめられるものとしてこの

事前調査に言及するがこれは高価な試錐め予備段階と

して重要性をもっている,

大西洋調査ではy鋤我号(ラモント研究所所属)太

平洋ではA工卵号(スクリップス研究所所属)が試錐予

定地の先行調査を行なっている予定地の周辺(50マイ�
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ノレ平方程度)について測深地震探査(反射)磁気

.重力地熱流測定海底撮影.底質(ヒストン･コアラ

ｰ)の調査を実施してこれを既存のデｰタと対比し試

錐点の選定と掘さくに必要な地質情報を提供している.

この揚含観測億の有効利用の観点から船位計測の精度

はきわめて大切であるので先行調査でも衛星観測カ…行

校われる｡太平洋吻ジフ者ル纂ア沖の事前調査などに

は胞質調査所が参加1貢献している｡

蕊船上での纂γ観察な妊

少し細部に入りすぎるきらいがなくもないが船上での

コア観察の手順などを第12回として示した｡容器にと

り出されたコアは直ちにその最上部と最下部から小片が

切りとられて堆積物の時代とそのタイプの決定(暫定的)

がなされるがζれは掘さくの継続の可否継続される

揚含の以後のスケジ孤一ルを定めるものとし重視される.

時代決定は古生物(有孔虫コ"スなど)によって迂

遠(王5分間仕)に実施され掘さく担当に伝達される.

X線撮影は葉理ノジ蕊一〃の含有なぎの状況あ掘さく

による鴛アの撹乱状況の判定の五つのデｰタをうるため

であq自然妨ン㌢一線測定は堆積物タイプの決定(K

の含有概況などの予測)ガン㌢一線アテヌエｰショ

ン(GR蛆E)は含水率孔隙率測定に関係したものであ

る.これらのコア試料は当然のζ&ながら以後陸上施

設によって本格的な測定研究をうげるわげである.

DSDPは今後印度洋をも対象としさらに米国側の大西

洋太平洋をおもな調査地として継続されるとの話しで

ある｡(つづく)(筆者は石油課長ゴ
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